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融雪によって黒く現われた･雄勢なシシの岩はだ
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"謹話･騒~謹星

山や　里　の　こ　と

長

中部山岳の山々は-まことに宇内の犬硯と嘆称した日本

ァルブス連峰はいつの間にか名前が変っているo

享保年間大沢寺と大町外八ケ村との公事(くじ)は義時

の裁決で領分地域の決定を見たがその画図に五六ケ蜂と

ある｡浅井例先生の北安曇の唱歌に｢数え来たらは山の

名も四五六岳に止まらず｣と語呂を合せているのも五六

岳のことである○

これは爺ケ岳の前山をさすので昔の文書にも里で高くな

い山を峰､相当大きい高いものを岳､奥山の一番商いの

を獄と区分してぬる｡爺ケ岳はご承知のように憧代(な

あしろ)軽まき季節に岩の頭に雪の消え加減で黒い種ま

き爺さんが現われる｡北の白馬岳にも同様､代かきの時

黒い馬がその季節に現われる｡里人がそれを奉る程産､

もといとして撞おろしや耕作に話手する習しかおり漫家

には深い親しみがあった○

この山は由子岳とその南の白馬錦と合せて昔は大蓮華山

と呼んだ｡有名になったのは大町小学校長･植物学老河

野齢蔵先生や山の権威者百瀬慎太的氏におうところが大

きいo

蕗島槍ヶ岳は昔鶴ケ岳といったo鶴の姿が現われるから

である｡またシシが現われるのでシシ岳とも呼ばれたこ

とがもった｡黒い岩はだが下向きになった雄勢なシシの

姿になって見られるからであるo (表紙写真)

今の名前を琵島というのは火山脈地帯で従って古来地震

ひんぴん､災箸がいちじるしいので､常陸(ひたち)の

国から地震の神鹿島さまを迎えて要石(かなめいし)を

すえ神の名を借りて山の名､川の名､部落の名､ことご

とくを改め､国土の安泰(おんたい)を祈ったoこゝで

大町の地震であるが強い大きい被蕾のあったのは最近で

は弘化三年世にいう善光寺地勧iあった｡重松寺･大沢

を　ど

沢　　欽　　平

寺もその時倒壊､火を発し､ちようど大町の荒神(こう

じん)祭典に角力取締年寄滴圃林右耳官のひきいる江戸

角力の力士やそのほか多くの死馨を出した｡今､墓翻ま

弾善書境内にある｡この地震災蕾で郷里不明の旅人無数

をまい葬した無縁供養塔は大町説務薯のあきにある｡

さて話は前にもどるが神社の所在部落を鹿島と呼び､平

家の落武者のあとだともいわれているo今も戸数の制限

がおり分家は他へ転出せねばならないならわしが行われ

ているo

陸島)曜以前は陶沢川(こまきわ)という名称であっ

た｡山麓付近に信濃の三沢寺とまでいわれる有名な大沢

寺がある｡坂主仁科氏の祈願所であって田村将軍が奥羽

征伐の時､賊平定を祈った所､維新まで駒沢村といい､

大沢事績であった｡そのわざを流れるから駒沢川と呼ん

だのである｡城主仁科氏の援護が多く郡外水内(みのち

)付近に多数の末寺があるのを見ても盛んにかつ勢力の

あったことが知られるo

仁科の三湖(青木湖､中綿湖､木崎湖)は･その裾で青

木北を分水損として佐野坂があり北は姫川が日本海に流

れるが昔は厭用(いとい川)といい商落差の川､荒れ狂

う川､いやな川のたとえであった｡今は川尻にわずかに

糸魚川の地名を残すに過ぎないoこの地点は大国主の命

の夫人の生まれた地､奴奈川の地名が姫の名前で川も転

じて姫川といったものである｡この姫川上流の神城に重

電岳がおる°この五重岳の北､大黒岳は昔から銅の採掘

が行われ､大町の平林佐五右耳? (八日町かく平)が経

営していた｡文政の凶年に四ケ庄(しかじょう)より起

った赤襲騒動記録には① ｢かような神霊の宿った岳山を

荒すにより陽気が悪い｣と弥し襲撃の目標としており･

ほかに⑧われわれの生産した麻を安く仕切りに買われた
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から麻商を､ ⑧栗林大庄屋宅にはわれわれが山論に敷け

た交番が奉るはず､子孫に残したくない､こゝ{･1･ま努め

て文書を焼却せよ､ ④酒屋は自己の利益のために米を酒

にするから米価が暴騰するから酒屋を､という四つの目

標がかゝけられていた｡

赤蒙とは騒動の人は皆､山ぶどうの木の皮で作った野宿

に適する嚢を蕎ていたからである°

爺ケ岳の南を犀疎岳と呼び屏風のようになった山々e

今は細別して岩小屋沢岳､鳴沢岳､赤沢岳､スバリ岳に

なった｡今黒部第四発電所並にそのダム建設のため工雷

物資運搬の基地に北大町駅が設けられ輸送路として赤沢

岳に随道掘翳､今年の二月に貫通した｡

針の木に源を発する用を徳川(かごがわ)といい､むか

しの文書には加賀川と書いておる○加賀方面から流れて

くるというのである｡この川は平(たいら)の犬の窪(

くぼ)源汲(げんゆう)部落の西山にはばまれ請願川と

琵島IiIの合流点上に三つの川が合流するのである｡

寛政年中大町大原部落の新発(開こんのこと)に木崎湖

の水を擢漑している湖岸の森村､木崎村､現在の社区に

なる松崎村､曙光寺､館ノ内村(だてのうちむら)木舟

相田田村(うるうだ)曾根原村(そねばらむら)丹生(

にうのみ)の小村より異議が出て､大町村は源汲の上の

山を掘割り鹿島用-補給する雄大無比の大工事を完工し

て人々を驚かせた｡異議のおる部落は鹿島の上流より木

崎湖に補給する越荒沢という用水によって関榛があり猫

鼻(ねこはな)の水を大町が大原の開こんのために取水

することは困るということであった○

大町の大洪水は猫鼻の川除(堤肪)が切れ-べんに大町

に押寄せた｡これがため東山に飛びつき避難しまうとし

たものは窪地の農具川の畔でみな溺れ､反対に西に逃げ

た蜜は耽ったという°

文部省において昭和十年国宝王子神社の解体修理の際､

発見したことはその墓礎石がこの洪水のため土砂が四尺

玉寸も堆積していたことで､いかに大洪水で災害が多く

悲惨であったかがわかるo

針ノ木峠は昔戦国の世､佐々成政が越えて信州入り､大

姥さまを越中立山から奉遵したと伝えられる峠で､サラ

サラ峠ともいう｡

平区大出には犬姥(おおば)堂があり､このゆかりの仏

像､木彫､座像､丈一尺二寸､手は金融界の印(稀手の

指を組む)を結んで､口を半分開き､乳房がたれ､頭は

垂髪でぬる｡今､立山には同型のものが六十六体あり､

維新の麗仏によって､仏像は分離され実相院の所有にな

った｡犬姥さま跡は耀山神社となり､雷変まで社格は国

幣小社であった○

立山より奉適した讃越に寸法､面相がみな同じでぬると

富山県教育委員会から回答があったo

犀風の南を蓮華岳､次が北葛岳その尾根の裾が蟹平発

電所のおる所○

発電計画は明治年間､桂二郎の水利権､後に明治水力電

気といった当時､上原(あっばら)が工場予定地で､起っ

た電気はみな自家用として消費の予定であった｡上原は

別に大町から運搬軌道を設けねはならぬ不利があり､こ

れが千葉県の森のぶてる､秋田県の田中隆三などによっ

て開発され､今の昭和電工となったものである｡音いた

ずらに高く不毛の山も今は一万尺の山々に雪のダンクを

持つ日本有数の安価な電源地､高落差のしかも流速があ

り流域も広い｡これが今は呉羽紡績や昭和電工々場の設

置をみたもとなのである○

水源は槍ヶ岳､湯股､水股沢から､双六岳､鷲羽岳､野

口五郎岳､ ,割昌子岳から､えんえん十里にわたる国境の

山々の水も一茂はこの発電所を通るのである○
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屋代東南等学校数譲繭沢武一

芭蕉句碑-紘本市宮淵城山公園-

用事で怒本-出たついでに市内を一巡するoその果て

に坂田へのぼっていくo

_たんのぼりつめたところに窪田空挺の軟翻'滅,るo

鍾(かh)ならし信猿の国をゆきゆかはありしながら

の母見るらむか

ぁたりに松の巨木がそびえ･風が相を渡っているo L

はしたたずんで眺望を楽しむo市街地の先･中山の丘陵

があり､その先は霞んでいるo

城山の頂はこぶのような隆勘約､でいる○それをの

ぼりつおりつしたところ･松の木蔭の翻圃ことまる｡

そこに芭蕉旬勧洩っていようとは今の今まで思ってい

なかった°

花さかり山は日頃の劉きちけ　　芭蕉翁旛室拝蕾

稗は傾斜地を背にしている｡高さは1メーターo早速

親木のために砥面を洗いにかかるo松の花粉かなぞが分

厚くたまっている○洗っても洗っても石垢が浮いてくる

こうして清めながら･砥面がただならずのけぞっている

ことを改めて意識する○軽く勘､れた面でぬることにも

気がとまる○

風があって､紙をもてが5のに可成りてこずらされる

__一一一一一一一〃〇一一~~~○

ポ　ートi
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遭難救助　訓練
谷川､穂高､蕗島は日本山岳の三大遭難名所とまで悪口

かわれミ魔の山,/として恐れられているoその反面こ

れらのバラエティに富む山岳-の魅力はますます高まり

でき上ったところで気がつく｡一一この等顕は中々達者

莱.しかも､ぞんざいに流れず･一字一字念を入れでし

たためているo輩書の手本にでもするのにあつらえむき

等宕橋井梅室は俳轡こおける天保三大家の一人ときい

でいる｡蟹霞に接するのばこれが最初o月並調といあれ

る彼oこの達壁を目にし･俳句をも見なおしたい位○聴

蔭ぼム化四年春ともり､建立岩として梅痛風也､嚢壁堂

探々の名が誌されている○

紙を磁面からはがすo裏側が石塀でよこれでいる｡新

聞紙の間にはさんで巻くoそんなことをしている時･日

誌を背負った娘が山髄の小道を通っていく○

道具を片付け､やおら碇の麿を離れる｡道は山施すた

いに松の木蔭をぬうo

畑地にでるoさっきの娘が雑木の中で落葉を掻いてい

るoそこを通りぬけ､次の傾斜地へさしかかるoその小

高い頂にも松の茂み

が見えている○

後記　岩崎睦夫氏

は｢松本平の歌髄と

句砥｣の中で次のよ

うに述べられる｡風

也は松本諸の作葛方

で､城山に常住し､

附通の粘土を瓢別し

て風也燐を創めた水

崎佐次兵衛と思う｡

この人は学問技量お

り､乾山荘敏也と号

した○

っゝあるo登山人口に比例するかの如く避難の続出に頭

を悩ましていた地元では･ 3 2年遭難対策協譲会を設け

た｡この会と観光課､観光協会らが合同で開いたのか遭難

救助の英樹願で･去る3月25日から2日間･蕗島山麓海

沢水沢で行あれだo主な内容は雪中ビバーク･フォスト

ビバーク､しぼそりによる負傷者の搬出､岩場の色揚者

搬出などの基礎的なことであるが欠くことのできない常

識であるo始めての試みで･いらいらと内容･方法など

に研究の余地がらり.今後への課題もおるが･例年続け

たいものであるoまたこれら有意義な催しを広く登山者

の参加もあって､岳人が個々において身につけておいて

貰いたいo夜間座談会が催され､地元より実際の経験から

話題が出された○近年登山者-の戒めのためか･ジャー

ナリストの目も光るが､これに恐れず緻速にかつ車扱を

最小限.短時間に処理できるようにすること･地元の協

力には.経済面は勿論､それでは割り切れない援助輯

し､最大の謝意を表すことなどが結論であったo

{
写
蔓
は
負
傷
若
の
激
出
訓
練
か
ら
}
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信　演　の　サ　ク　ラ

京大木曾生物研究所　　横　　内　　　　費

信猿の山や野をかざるサクラ類は､いろいろあるが､

その代表的なものは三種であらう○

一つは寒い方を代表する北方系でおって､花の大きい

桃色で美しいエゾヤマサクラで､この韻は北海道から本

州に入って､大江(おおえ)山まで広がっているe信濃

では､北の方に多く､南下するにしたがって少いo下水

柄(しもみのち)郡の北都には醇しない○次はカスミザ

タラで､本州全休に広がって､九州の福岡県までいって

いる｡信濃では下水内の北都と､木曾谷と下伊那の南の

ごく一都に虚しないが､ほかには全部あるo私たちがヤ

マザクラといっているのはこれで､どこでもみられる藍

類で､葉や花の柄などに毛があり､ケヤマザタラの別名

もある｡花の色は白に近いものから､サクラ包まである

花と葉と同時に開くo次はまことのヤマサタラで､これ

は九州･四図･本州の南などの緩い地力に､その広がり

をおく軽費で､ミ道も世に散るやまさくらミと詠んだ葵

戟(いばらき)県の北の方まで広がっている｡

信濃では､木曾谷や伊那谷のもっとも南にみられるo

すなわち木曾川や天竜川の県擬の附通にみられるoカス

ミザクラの入っていない所にあるあげで､これはこの二

つの河ぞいに広がってきたことを京している｡気候から

いえば信猿で一番暖い地方で､一年間の平均気温がC 1

2睦を宗しているo

花はさびしく潅木Cかんぼく)性のものに､チョウジ

ザクラかもる｡花のつつが外のサクラ類よりも長いので

すぐみわけがつくoこの踵は､中信澱から南に多い｡北

信鰹では､これによくにたオクチョウジザクラがある○

これは前程よりも花づさが多い｡下水内辺にはことに多

く､同郡の北部はこの蕊のみでなかなか美しいeこの種

は山頂を南に進んで､筑産山脈の武石(たけし)峯まで

きているo

一睡マ〆ずタラというものがある〇本州中部の特産で

富士山を中心として栄えているので､フジザクラの別名

がある｡これが山梨(やまなし)県から､諏訪､佐久に

入りこんでいる〇八が岳の-峯の西岳のごときは､列を

なして生えている○花は小形だが実(秦)はわりあい大形

で､味は少しにかみがあるoこの種が松本市の北の中川

という所まで入りこんでいるo

高い山へ登るとミネザグラー名ダカネザグラという種

類がある｡高い所では種木形であるが､低い所では高木

になる｡三アルプスをはじめ､戸隠(とかくし)浅間(

あさま)の連峯､八ヶ岳､美ヶ原などの高い所は､みな

これである○上高地の六月初めの､花のトンネルの大部

分もこの種でかざられる〇

第聾山脈の武石峯のサクラは､千島と共通のチシマザ

クラだということが､この頃わかってきた｡たい-ん興

味のあることで､植物の生命発展の問題を考える上に霞

要なことである°　この外野生のサクラ類に､一重と八寵

の花がまじって咲く､ヒトエヤエカスミサクラというめ

ずらしい種類が､東筑産郡片丘(かたおか)村や､木骨

の福島町の山中にみつかっている○この外ミヤマザクラ

やウワミズザクラ､イヌザクラという径類もあるo

近頃どこの公園や学投などに植えられるものに､ソメ

イヨシノザクラというものがあるo

これは朝鮮の済州(さいしゆう)島が､原産地だとい

あれている､成長も早く花つきもよいので､頼えられる

ので奉るが､品格のない踵類である○ヒガンザタラとそ

の変種のシダレヒガンは､花色もよく花数も多くで品が

あり､長生きの木であるo寺や杜にみかける0 -年の闇

に､蕃四月と秋十月の二回咲く､ジュウガツザクラとい

うめずらしい種類は､野沢温泉や田沢の上川手小学校や

木骨の読書小学校の庭にみられる○
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融雪を待っていたかのごとく､自然界は活況を呈する

が､人の社会も同じく酒楼な動きを見せる｡特にシーズ

ンを待って開業する人々はその年の計画を真剣に考えて

くる｡こゝ自然界の恩恵に浴する北ア山麓も例年のこと

ながら､毎年やってくる登山岩や観光客の受入進鰍こ懸

命でぬる○昨年より1カ月早く4月8日に-F町市で10日

には松本甫そそれそれ関係者が集まって打合せ会が開か

れたo

1.山小屋と旅舘

小屋の位置､施設などの案件によって､宿泊料の相違は

亮られるが永年は一部をのぞいて30-50円の引上げがあ

った｡サーヴィスの向上をはかるため､ポッカの値上り

などに原因があるようだ○が宿泊料の引上げは･登山客

のテント生活-の移行も懸念されてるo新しく湯俣山荘

､湯俣温泉､ヒエッチ穴隙､沢渡湯の花山勘増業を始

めた°

壌深さ高瀬渓谷への探勝の道が開かれたあげで､今後利

用註高まり､新裏地-の魅力は増すだろうoなおi割昌子

小屋､穂高遊楽の三拝の小屋は増築され･収容力が二倍

となった｡本年の山小屋状況は別表の通りでぬる｡

2.テント村

上高地方面にテント200損､バンガロー40戸･申房温泉テ

ント5張､バンか-5戸､美ヶ原高原にはテント80張

バンガロ_40声､以上例年通りで奉るが､テント場は南

ポッチ高原､鉢保田に新設された｡北浜関係は木崎湖テ

ント26張､バンガロー17戸､青木湖テント6張､バンガ

ロ_7声.白馬大池テント5張となっている｡

5.案内人組合

案内人は白馬村160人､大町30人､有明28人･常念26人､

安曇村68人､大滝10人で料金は主食交通費､宿泊料客持

て600円となり100円の値上げとなった｡

4.旅客輸送

まだ今年の輸送計画は決まっていないが､昨年通り､親

権､大阪､名古屋から臨時ダイヤの編成が行あれる見込

みであるoバスは各地の路線の修理が行崩し､整備､拡

大を急ぐが､運行本数は昨年と殆んど変っていない｡

5.避難対策

登山者へは名簿の記入､気

象予報への関心､山小屋関

係者の忠告を厳守すること

などが望まれ､地元では道

標の完備､気象予報の掲示

｢山高パトロー,し｣を実施

する｡厚王省では､国立公

園管理のため指導員の巡視

が行われる｡なお北アルナ

スの匪療機関は次の通りである｡

白馬岳(白馬山荘)昭和医大､槍ヶ岳(槍ケ冨山荘)

慈恵医大､徳沢(徳沢園)日大医学部､乗鞍岳(宇宙線

観測所)名古屋医大､阪大医学部､乗鞍山麓(鈴蘭小屋

)東天医学部､燕岳(燕山荘)順天堂医大､潤沢(潤沢

ヒュッテ)白犬医学部､西穂高岳(西椿山荘)東邦大医

学部､白骨温泉､信州大学医学部､穂高冨(穂高山荘)

岐阜医大

6.通信機関

乗鞍岳､燕岳･槍ヶ岳､白馬岳には夏山最盛期に臨時電

話が架設される｡

白馬方面

山小屋名
大池′上屋

猿倉′ト屋

二股別縛

白馬尻′ト屋

島馬山荘

白馬頂上ホテル

白馬ヤり温泉

唐松′小屋

所　在　地

白馬大池

白馬尻二股間
二股

白馬岳大雪渓下
白馬頂上

白馬岳山稜
ヤリガ岳中腹

唐松岳

遠見小屋　　　遠見尾授

入峰キレット小屋　離島重電の中間

重電小屋　　　五竜宮

栂池ヒュッテ　　栂池

黒菱小屋　　　八方尾蹟

鹿島針ノ木方面

大沢′上屋　　　範川谷

針ノ木小屋　　針ノ木崎

冷池小屋　　　爺ケ岳稿旧聞　80

薗池′ト屋　　　爺ケ副鳥沢再開　40

葛､烏帽子方面

舟盤′ト屋　　　蓮華岳烏帽子再開　30　530
100　　530

休憩所　1人10円

80　　500

5 0　　500

200　　530

20　無料休憩所

100　　530

.割昌子小屋　　烏帽子岳

濁′ト屋休憩所　潤沢出合

湯俣温泉旅館　揚候水俣出合

湯俣山荘　　　　　　〝

三保蓮華′小屋　三保蓮華岳

黒部五郎′ト屋　黒部五郎岳

双六小屋　　　　双六岳
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かって労働盾l･学研究所の実態

調査や､研究詰某の資料及び実

物を､参考に供する目的で､労

勘科学博物解を大阪の珪寺こ開
労働科学資料館

殺しましたが､ 3 0年9月東京の研究所内に面び公開し

たものが､現在のものです｡

この資親指は､労嘲科学研究所(東京･世田谷･祖師

谷2丁目･小田急祖師谷大蔵駅下車徒歩七分､寓話東京

41品7470-3番)内にあります｡

展示場は1 9室と廊下の壁面からなっており労研多年

の研究になる資料の図緒､写真を掲示し､霞乗場の他に

開設した研究室は､本館1階で､そのうち3室は職業病

関係検査室､診藻室などに使用し､ 2室はそれぞれ蔀務

)刊博の友-染色工芸の会

〉　自分の手て"作る喜び

匡る自然｡美しきである｡常に私たちをなぐさめ

岳都大町に住んでいてだれしもが感ずるのは､四季

I　てくれるこの美しい色彩が自分の手で生活の中に還元

匡器霊莞こ聾かな生活を営むこと
昔から日本人は染めものゝ上手な民族であり､染め

上のにめぐまれた生活をしているも｡もすくなくか
)

)といあれている｡最近若い人の間で髄んな畷梁は､立
､

〉　派な作品が正倉院の申:こも残されているように非常に
､

;古くから行なわれていたものである｡その後畷梁は忘

〉　れられたが､ (現代の繊巣は千年もたった大正時代に

〉　復活された)濡粉を用いる糊梁がすぼらしく溝霞して
)

～ ､友禅染が梁ものを代表するようになった｡いうまで

;もなく化学染料が生み出される以前の染料は､自然に
)

〉　ぬる華族木皮等･いbゆる植物染料や顔料が主で､この
)

)自然から得た巾広い色相や色と色とがふしぎに詣和す
＼

､

!る温雅で渋い色彩は､南画や浮世絵の民族性に其通す

室､学芸員室､ 1室は受付及び案内

室とし､他の1 3室は各麗工場葛業

場のメーカーの最近の製品を陳列し

てあります｡見学者は官庁､会社､

工場鑑山､病院診藤所､労(動組合､

学校一般ですが､最近は特に名踵の

固体が多く､この場合は1図解位は

講堂で､要藍によって研究会を闘い

たりしています｡このように労使圃

学への関心が社会一般へ拡かってい

く事に喜びをもち､資料館の充実に

こゝらかけております｡

｢壁面に掲げておる図表と写

真｣

労樹衛生関係　～約15枚

労嘲生理関係～約20枚

生科学栄餐関係- 〟20 〟　　労勘病理関係一〟 10 〟

労働心理関係　～〟15〝

農業.林業.社会科学関係一約15枚　例関係その他約10枚

｢標本と測定器具｣

労嘲衛生関係一約30点　　労働圧理関係一約15点

労陶病理関係～ 〟 一oo 〟　　労働心理関係～ 〝20 〟

などですが､時折摸環馨をしております｡

筒開館は毎日10-4時で日曜､土曜､祭日並に年2回約1

ケ月休館をしていますので参開署は予め御連絡ください

るもので､私たちの国土を象徴するものである｡

私たちの染色の雲も遠い夢かもしれないが､染色の

材料が特に豊富なこの地方の自然から生みだされた民

芸として､多くの人々に親しまれ､生活をうるおすこ

とができたらということが終昂の目的である｡買うこ

とだけになれた､機械的な生活の中で､たとえ不手際

でも自分の手で作ること､生みだすことの楽しみを見

出そうというのが会員-人々々の願いであるo

この会は昨年九月､博物館同好会と発足し､毎月二

回の例会を開き､蟻梁の実習や作品霞示会､桶物染料

の採集会など併せて斤ってきたが､今年一月より博物

館から独立し､自主的な組織として実習､作品展示会

､植物採集､霞覧去､並びにデパートの常設工芸部､

各地研究所見学旅行など､研究活動を行うことになっ

た｡実習は①ローケチ法⑧湖東､筒引染法､型染渡⑧捺

染､摺込染棲､版画染渡､その他染色法全般にわたって

行ない､会員相互の力で研究するとともに､中央の専

門家を招-いし､講習会を開きつねに中央との技術提

携を行い､技術の向上を計るo良くとざされた冬から

解放され､新しいいぶさを感じさせるこのごろ､みん

なに親しまれ､楽しさを妹える妻にして行きたい｡

錦物請と
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1田島
保護したい昆虫　⑪

ヒ　メ　ギ　フ　チ　ョ　ウ

Luhdorfia puziloi inexpecta SHELJUZHKO

黄と黒の美しいたんだら摸様に赤色の飾りをつけ

たその姿はまさに｢春の女神｣のごとくで､ギプチ

ョゥと並んでざわめで美しい｡年一百番の非常に短

い期間に限って現われること､分布が旺界でも極東

に限られていて､本寵における分布の研究から､か

ってミLuehdorfia Lineミなる分布境界線まで提唱

されたほどで､本州は生態学や生物地理学研究の輿

味深い材料でもあるので､生物に興味をもっている

なら､誰でも知っているでおろう｡

このようにざわめで珍しい上に､学問上にも重要

な生物なので､場所によっては天然記念物に指定さ

れているほどである｡

ところが本踵は飛潮力が弱い上に､食輩がウスバ

サイシソ(山間の渡られた場所にしか生えていない

)に限られているので､発生場所さえ知っていれば

ゴールデンウ　イ　ークの行事

上原遺跡展と考古展
昭和25年以来､上原(わっばら)邁跡の調査が進められ

てきたが､さき頃調査報告も刊行になり､その全資料が

博物館に収蔵された｡これを記念し､桜咲く本館で､ 4

月29日より1週間､上原蓮跡の資料公開と同時に信櫻考

古寝が開催されることになったo内容は上原の邁物､土

器､石器の展示､環状有難､竪穴の址の模型から､郡内

の重要な遺物の公開､さらに特別出品の藤森栄一(諏訪

)信大医学部第二解剖学教室､松本市立博物館､平出邁

跡考古博物純､東京国学院大学などから･無土器､縄文

弥生､古墳文化の邁物が光彩をそえ､始めて開催される

孝吉霞-の期待は大きい○

ミ人事往来や
4月10日付辞令で､市役所業務員であっ

た神社唯七氏が本籍勤務となりました｡

｡今月の寄贈､ Niat.uie*S;u嵩F_'EV蒜'芸T.;'d2,i3 I 4…

気料学館だよ.) 1割大阪市立電気科学館　ブラネ5tlJウ

ム(NO.日,12,13)各2部天文博物館五島プラネタリウ

ぉ願い　本紙の購読御裔垂の方は一カ年諦読料17

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便替為･

郵便切手で長野県大町市､大町山岳博物館宛､こ

送金下さいo

大町山岳博物館

珍種あっかいさ

れると採りたくな

るのか常で､成虫

ばかりでなく卵塊

までも持ち去る若

もある｡こうなる

と絶滅は明らかで

10年位諏まきあめ

て沢山発生した場

所でありながら乱

獲したため､今で

ほその姿すら見られなくなった湯前5小生の知封質す

でもたくさんある｡本種に扱ったことではないが･愛

すべき生物が年々姿を消していくのを想うと､やりき

れない気特である｡　　t写真はヒメギフチョウ】

(八坂中学校　倉田　稔)

ム　まどのゆきCNo.23) 1割積雪科学館　野鳥が巣箱

等を利用するようずの観察記録(第5集) 1部国立自然

数青函　オーストIlアスキー教稼　ノウサギの生態各1

部法政大学出版局相島敏夫　自然科学と博物館(25巻1

～2号) 1部国立科学博物館　山と渓谷(No,225) 1

都山と渓谷社　山嶺CNo,335.336)名1部東京野歩路

会国立公園(No,100.101)名1部厚生省国立公園協会

(敬称略)

春の山麓に集う少年少女八十名
春の訪れのおそい安曇野､この土地の桜の花がもうす

ぐ開こうとする4月20日､暖かな日曜日を利用して第1

回少年野外教室が開かれました｡この日､市公民館講堂

に集った市内小中学圭は男女合せて八十名でした｡

本年度､山岳博物鱒が主催すら野外教室の計画につい

てみんなで話し合った後､小､中学土崩uれて公民館か

ら博物館までの路傍の動植物の観察を行いました｡博物

館の芝生の上で昼食をとり､記念撮彩をすませてから､

みんなで車座になって一日の学習のまとめについて話し

合い､楽しい一日の予定を柊りました｡

なお野外教室はこれからも毎月2回くらいづつ開催さ

れる予定です○

山と博物館　第3巻第4号1958年4月20日発行

発　行　所　長野県大町市TEL(大町)211

大町山岳博物館

印　刷　所　　　松本市巾上町353

信州印刷株式会社
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